
はじめに─病室にて─

それは突然のことだった。2015年 10月 2日、その日は、いつもと違って時間
に余裕ができた。肥田教頭先生に「数日前にフェアウェイウッドを購入したので、
今日は練習に行ってくる」と言って、珍しく18時少し前に、学校を後にした。
車の中で、3月に海外体験学習事業の団長として行ったオーストラリアのこと
を思い出しながら、後日来校するマセドンレジス市（姉妹都市）をどのように迎
えようかと考えていたことを覚えている。
ゴルフ場に着いた。学校から5分程度の距離である。100球打てばいいかなと
思いながらトランクを開け、バッグを引っ張り出した。そこまでは覚えている。
西知多総合病院のベッドにいることが、少しずつ分かってきた。手は動かな
い、足は動かない、声も出ない。機械に繋がれている。しかし、まだ夢の途中の
ようで、意識ははっきりしない。
長い夢を見た。父と母、隣に自分。病室に寝かされている自分を高いとこから
見ている。父と母が話しかけてくる。「何をやっているんだ！」と…。
「今日はいつ？」「自分はどうしたのか？」「何があったのか」…声にはできな
いが、相手の声はかすかに分かる。
そして、今日が11月下旬だということを知った。約2か月、意識がなかった
ことになる。
意識は徐々に鮮明になっていったのだろう。倒れたことが分かってきた…。心
肺停止・呼吸停止・AED4回、気管切開、人工透析、MRIに CT。最先端の治
療が施されたとのこと。自分の身に起きるとは思っていなかった言葉が並んだ。
最初は、口を閉ざしていた家族もポツリポツリと状況を語り始めた。発見が後
1～ 2分遅かったら命がなかったこと、救急車がすぐ来たこと等々。
その間、医師・看護師、家族や親せき、肥田教頭や竹内教務主任、本校職員を
始めとした学校関係者、テニスの友人等々、数多くの方々に心配と迷惑をかけた
ことを思うと胸が痛んだ。小島登さんにはとりわけお世話になった。
さて、現実が見えてくると絶望も襲ってくる。復帰の目途がたたない。しか
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し、心の中で「自分はこんなはずではない、元通りにする」と信じて疑わなかっ
た。後日聞いたことだが、気がついて間もなく、息子の友人、猪俣君に「杖がほ
しい」と文字盤（声が出ないので）に目で合図したそうだ。そして購入してきて
もらったが、点滴、しかも胃へ直接栄養をいれている段階だったので歩くことは
とても無理だった。
12月初め、西知多リハビリテーション病院へ移った。まだ、立てずめまいも
ある中、介護タクシーによる移動である。その際、初めて季節が冬になっている
ことに気付いた。
また、初めて水を飲んだ。入院中、水をごくごく飲むことが夢だったので、嬉
しかった。やはり水は生命の源である。

実際に車椅子で動けるようになったのは、年が明けた2月頃である。実はそれ
からの方が苦しかった。言葉は出るようになったものの、元通りに生活できない
もどかしさと、学校に復帰できるのだろうかという不安の日々だった。
しかし、人は目標をもち強く願えば、その願いは、必ずかなうと思い込むこと
にした。車椅子でいいから卒業式に出たいという願いである。　
リハビリは1日 30～ 40分が 3回位置付けられていた。そんな中、卒業式に
出たいという願いは、さらなるトレーニングを後押ししてくれた。
幸い個室だったので、室内で試みても家族や看護師にはあまり気付かれずにす
んだ（実は、後遺症の心配もあり運動制限があった）。
その結果、普通は車椅子から歩行器、松葉杖、一本杖、独歩という段階を経る
のだが、松葉杖、一本杖の段階を飛ばすことができた。しかし、頭のふらつきは
治らず、真っ直ぐに歩くことが困難であった。
2016年 3月 3日、卒業式前日、小島悠揮先生に家まで迎えにきてもらい、約
150日ぶりに加木屋中学校の門をくぐった。
正面玄関に向かう階段を一歩一歩登ると、玄関から職員室前の廊下にて、全職
員が迎えてくれた。
校長室には「お帰りなさい」の横断幕と飾り（まるで幼稚園の遊戯室のような）、
さらに3年生の生徒一人ひとりからのメッセージがあった。職員室には、職員か
らのメッセージもあった。嬉しかった。準備をしてくださった皆さんに感謝であ



る。
卒業式当日は「みんなに迷惑をかけないか」珍しく緊張した。家族に待機して
もらった。後で知ったのだが、西知多総合病院・リハビリテーション病院の看護
師さんにも待機していただいていた。
卒業式が吹奏楽のファンファーレと共に始まった。吹奏楽・BGM・ピアノ演
奏には、自分の好きな曲（中島みゆき「糸」など）が選曲されていた。
生徒の呼名に対する返事、生徒の涙、加藤朝夫教育長・梅木正仁PTA会長の
お帰りなさいの祝辞、ソフトテニス部の柴山君の答辞、1・2年生の「大切なも
の」3年生の「旅立ちの日に」の歌声、そして校歌、涙があふれた。
この感動は、一生忘れることができないものとなった。すべての人に感謝であ
る。
さて、これまでの話が長くなって申し訳なかったが、私は、2016年 4月に、
学校に復帰した。　
復帰には前教育長で恩師でもある深谷孟延先生からの「何があっても続けて、
終わりを迎えろ」の言葉に後押しもしていただいた。
医師から社会復帰は無理と言われていたので、このことは本当に嬉しかった。
こうして、教員生活38年目最後の年が始まった。
生存確率0.04％、後遺症が残らない確立0.01％と医師に言われた生命。なぜ生
かされたかと考えながら、これまでを振り返ってみた。はたして教育に携わる者
として何か貢献できたであろうか、自分自身に問う。特に見当たらなかった。
ただ、これまでに教師向けに出してきた通信がある。通算約360号。それく
らいしか、教員として生きてきた証は残せないと思う。そこで、その中から、今
回、数をしぼって本書にまとめた。
学校の風景では、教育雑感に近いが、根底に子どもと教師の関わりや子ども理
解を意識してまとめた。
授業の風景では、できる限り各教科・領域を網羅するように選び、授業記録を
中心に授業改善の視点を意識してまとめた。
以下、拙い実践内容であるが一読いただきご批判をしていただければ幸いと考
えている。
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